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SAMPSON で福島第一原子力発電所の 3 号機の事故解析を行うために、圧力等の測定データから、事故

進展中に起こっていた現象について総合的に検討し、事故シナリオを推定した。 
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1. 緒言 

SA コードによる事故解析では、設定した入力・境界条件により解析結果が大きく異なる。SAMPSON に

よる福島第一原子力発電所 3 号機の事故解析によるデブリ分布の推定の不確かさの低減のために、実測値

や炉内調査結果等と最も整合していると考えられる事故シナリオを策定した。 

2. 3 号機の事故シナリオの推定 

 3号機ではスクラム後、12日夜まで RCIC・HPCIにより炉心の冷却が維持できていた。13日 5:00頃から

PCV圧力が上昇しており、これは RPV内で発生した水素が S/C経由で PCVへ移行したことが主因と推定した。

13 日 10:00 から 12:00 の RPV 圧力スパイクはデブリのスランピングにより生じたと考えられる。14:00 頃

に S/C ベントが閉じた以降、圧力は上昇、一定、下降の挙動を示すが、これは PRV 内の水の蒸発により上

昇、PCVからのリークとのバランスにより一定、PRV内の水の枯渇による蒸発量の低下で下降したと推定し

た。14日 0:00からの圧力上昇は MCCIによるガス発生が主因と考えている。 

      
図 3 号機のプラントデータ 

3. 結論 

 実測値に RPV 破損と考えられる挙動は見られないが、14日 0:00から MCCIが発生していると推定してい

ることから、RPV 破損のおよそのタイミングを見積った等、3 号機の事故シナリオを策定した。なお、本

研究は経済産業省「平成 29 年度廃炉・汚染水対策事業費補助金（総合的な炉内状況把握の高度化）」の一

部として実施した。本検討にご協力頂いた JAEA、東芝、日立 GE、東電の皆様に感謝の意を表します。 
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